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■研究課題 ■

創意と活力に満ちた学校経営ビジョンと校長の在 り方

分科 曾 の趣 旨

社会情勢が急速に変化す る中で,学 校は,一

人一・人の7ど もに 「生きる力」 を育むという観

点か ら,確 かな学JI,豊 かな人間性,健 やかな

体をバ ランスよく育てていかなければな らない。

また,子 どもに自己実現 を目指す意欲や態度 を

育てるとともに,rど もの夢 の実現 を目指 した

学校経営を進めていくことが責務である。

さらには,今 後,子 どもたちが様 々な課題 を

乗 り越 え.輝 く未来をつくって いくために,新

たな知 を拓 く力や,豊 かな人間性 をもった 日本

人 として育成す るという視点が大切である。 そ

のためには,校 長は.「 生きる力」 を育む教 育

の実現に向けた信念 と学校経営 ビジ ョンを基盤

に据えなが ら,将 来を見据 えた明確な学校経営

ビジ ョンをもち,活 力ある学校運営を行 い,学

校改善に向けて絶えず評価 ・刷新 しなが ら新た

な時代の学校教育に求め られる使命を意識 した

学校経営 を推進 していかな ければな らな い。

様 々な教育課題の改善や改 革が進行 している

状況にお いては,校 長は.ま ず,自 校の実態か

ら課題を明確にすることが大切である。そ して,

不易の部分を踏 まえつつ,流 行の部分に も十分

目を向け,重 点化 と効yLs化を図 りなが ら実効性

のある解決 を図る ことが重要である。さらには,

教職 員が 自信 と誇 りをもち,学 校 教育を推進 し

ていくよ うにする必要がある。加えて,学 校は,

保護者や地域の人々と課題を共有 し,地 域の中

で揺 るぎな い存在 とな ることが何 よりも重要で

ある。今.校 長には,時 代の潮流 を的確 にとら

える先見性 と教 育活動全般 にわた る力強 いリー

ダー シップの発揮 が求め られている。

本分科会では,子 どもたちが生 きる未来社会

を見据えた明確な学校経営 ビジョンをもち,創

意 と活 力に満ちた学校経営を推進 していくため

の具体的方策 を明 らかにする。

リーウーシッブの槻点

〔1)将 来を見据えた明確な学校経営 ビジ ョンの

策定

明確な学校経営 ビジョンとは,目 標実現へ

の具体的な手 ㍍てや道筋が明確に示 され ると

ともに,教 職員や地域への働きかけが明瞭に

意 図された ものでなければ ならな い。

また,校 長は,す べての教職員 に教育の担

い 手としての揺 るぎな い自信 と誇 りを もたせ

るために,子 どもの未来を しっか りと見据え

た学校経営 ビジ ョンを前面に掲げ,そ の具現

化のため方策 を明確 にした取組を進めさせる

ことが重要 とな る。同時に,校 長 自身が,未

来 を切 り拓 く資質 ・能力を身に付けた7ど も

を育てるために,学 校の責任者 としての展望

をもち,学 校経営 にあたることが肝要である。

このよ うな視点か ら,将 来を見据 えた明確

な学校経営 ビジョンを策定 してい くために校

長の果たすべき役割 と指導性 を究明する。

(2)学 校の役割を明確に した創造的な学校経営

の推進

今 の時代だか らこそ,学 校 には,7ど もた

ちの大きな夢や希望の実現 に向けた教育が必

要である。そのためには.教 職員が未来を見

据え,地 球の中の日本 とい う広い視野で物事

を考え,自 らの使命感 と高い指導力に基づい

て,社 会や人類の発展 に貢献できるEi本 人を

育成することが求 められ ている。そ こに,学

校 としての揺るぎない存在価値がある。 また,

校長には,子 どもに協調性や責任感等の他 者

と関わる力や.自 立して祉会で生きていくこ

とができる力等,未 来社会を生き抜 くための

力を育成す る創造的な学校経営が求 められて

いる。

このよ うな視点か ら,確 かな7ど もの未来

を実現するための学校の果たすべき役割 を明

確に した学校経営 ビジ ョンを示 し,子 どもの

夢の実現 に向けた創造的な学校経営 の推進の

ために校長の果たすべき役割 と指導性 を究明

する。
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ふるさとを愛し 未来を拓 く子 どもを育む

創意と活力ある学校づくりと校長の在 り方

上川地区 ±別市立糸魚小勃 交 中 村 UC

魑 趣 旨

急激な社会変化の中で,学 校は,子 どもたちに

「生きる力」を確実に育むとともに,自 己実現を目

指す意欲や態度を育て,夢 の実現を目指した学校経

営を推進することが責務である。そのため校長は,

明確な学校経営ビジョンをもち,活 力ある学校経営

を行い,学 校改善に向けて絶えず評価 ・刷新しなが

ら新たな時代の学校教育に求められる使命を果たす

学校経営を推進することが求められている。まず校

長は,自 校の実態と課題を明確にし,重 点化と効率

化を図りながら実効性のある具体的方策を推進する。

その際 教職員に白信 と意欲をもたせるとともに,

保護者や地域の方々と課題を共有 し,協 力体制を築

くことが重要である。あわせて,校 長には,時 代の

潮流を的確にとらえる先見性とリーダーシップの発

揮が求められる。

本分科会は,昨 年度までの 「校長の職責」の分科

会の成果を基盤にしなが ら,明 確な学校経営ビジョ

ンをもち,創 意 と活力に満ちた学校経営を推進 して

いくための具体的方策を明らかにする。

態 研究の鞭
1上 川管内校長会の取組

(D研 究の経過 と方向性

卜川管内校長会では,平 成21年 度から基本主

題を 「夢や希望をもち,自 ら学び心豊かにたく

ましく生きる児童生徒を育てる学校教育の創造」

と設定し,第54回 小学校長教育研究 釧路 ・弟

子屈大会 第5分 科会 「現職教育」において,校

長として組織的 ・計画的に教職員の資質能力と

意識改革を図るための校長の役割 と指導性につ

いて,提 言したところである。

このような中,今 年度から基本主題を 「新た

な知を拓き人問性豊かな社会を築く児童生徒を

育てる学校教育の創造」 と設定 し,こ れまでの

成果と課題をおさえ,管 内校長会 と市町村校長

会が一体となって,組 織的にII.同研究を進め,

交流を図りながら成果を管内に蓄積 してきた。

地区別研究会や管内法制研 道小 ・道中,関 係

機関との連携を密にし,上 川管内各学校そ して

地域の特性等を踏まえた教育推進に関わる校長

の指導性の在り方について究明し,管 内教育の

充実に資する研究を推進 していこうと考えてい

る。

② 研究主題及び小雫題

研究主題 工

「創意 と活 力 に満 ちた学校経営の推進」

・小ユ三題1学 校経営ビジョンの実現と活力ある学校経営

・ノ」、主題2教 育改革を進める学校づくりと評価を生かした学校経営

研究主題H

「しなやかな知性と豊かな人間性を育む教育課程の創造」

・小 主 題1

・小 主 題2

・小 主 題3

・小 主 題4

確 かな学 力を日指す教育

豊かな心や新たな社会形成能力を育てる教育

健やかな体やたくましい心身を育てる教育

今 口的教 育課題 に対応する教育

2士 別市校長会の具体的な取組

士別市校長会では,全 連小及び昨年の道小 ヒ川大

会の成果と課題を踏まえ,校 長の強いリーダーシッ

プとともに,自 主性 ・自律性を発揮 し,士 別ならで

はの創意 と活力あふれる学校づくりを実現するため

校長が果たすべき役割と指導性について究明してき

た。

研究主題

ふるさとを愛 し,未 来を拓く子どもを育む

創意 と活力ある学校づくりと校長の在 り方

そ の際 「先見性 と力強い リーダー シップ」をキー

ワー ドとし,以 下二つの提 言をま とめた。

提言1明 確な学校経営ビジョンの策定と具現化

の方策

日標実現への具体的な手だてや道筋が明確に

示され(明 確化と重点化)教 職員や地域への働

きかけ(職 員への浸透)が 明瞭に意図されてい

る確かな学校経営ビジョンを策定する。その中

で,学 校組織マネジメントにおける校長の果た

すべき役割と指導性を究明するa

⑳
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提 言2保 護者 ・地域 の期待に応 える学校経営の

推進

学校や 保護 者,地 域 の使命や 役割 を明確 にす

る とともに目指すf一ども像(円 標).実 現 への

方策(方 策).実 践後 の成 果(成 果)を 共有す

るための学校 の役割 を明確にす る。その中で,

保護 者 ・地域の期待 に応え,成 果を実感す るた

めに校長の果たすべき役割 と指導性を究明す る。

回 研究内容の実践例
馳...-L.一 「...臨 而 一 一 凸 一.■.一.圏 一 一 一」 仙L一 一 一 一 國 一 一.一..

1明 確な学校経営 ビジ ョンの策定 と具現化の方策

～職員 ・組織への アプ ローチ～

実践 を通 して,提 言1に 関 して の上別市校長会

の方向性(主 張)と して,学 校経営 ビジ ョンは

① 策定が 目的ではな い

② 学校改善の道 しるべである

③ 総花的か ら精選へ と導 くものであ る

という押 さえ に立った。 また,学 校経営 ビジ ョン

具現化のための本市校長会の傾向 として 「明確化 ・

重点化」及び 「職 員への浸透」 を挙げる ことがで

きた。

以 ド,各 校の実践を記述す る。

lll「 明確化 と重点化」

「明確化 ・重点化」 は次の視点か ら実践 ・検

証 を進めた。

「OQ4;,一 現へm道 筋を明確にす るため

「
○方策の具現化に結びつけるため

○組織的に対応させるため

【A小 学校 の実践】

ON標 実現 への道筋 を明確にす るため

・多面的 に把握 した学校教育活 動の成果 と課

題を教職 員と共有 し.次 年度 の重点 にどう

反映 させ るか検討する。
・中期 ビジョンと年度重点 目標 との関連 を明

確に示す。
・課題 .方 針,重 点 目標,具 体的方策等の計

画をわか りやす く提 示する。
・白己評価 ,児 童 ・保護者ア ンケー トの評価

項 目に整合性 をもたせ,学 校,児 童,保 護

者と 目指す指標を共有する。

○方策の 具現化に結び付けるた め

・課題 を明確 にし,課 題 解決 の方策 を具体的

に提示す る。

・各校務 分掌 ごとに業務推進 の重点 を明確 に

示し,重 点 目標に関連 するH活 動を時系

列にま とめた ・覧表を作成 させ,い つ,

何 をす るかな ど 「見 える化」す る。
・提案 文書(行 事計画や 各活動 計画)に 重点

日標との関連,児 童の目指す姿 を記述させる。

・ 「目指す児童像」 と 「具体的な取組」 との

関連性 を明確 にする。

○組織的 に対応 させるため

・教職 員の経験 や特性 を生か した学校組織を

構築 し,教 職 員個 々に 自らの役割 と使命を

自覚 させる。
・校長 と教頭が 一・枚岩にな り

,主 任層 に具体

的な手だて について検 討させ る。

・学校課題検討委員会で ,次 年度 に向けて取

り組むべき課題を整理 させ,重 点 日標を定

め る材料 とす る、

② 「職員への浸透 」

「職員への浸透」 は次 の視点か ら実践 ・検証

を進めた。

[
○責任 と白覚を促す指導を行 うため

○個人目標として定着させる指導を行うため

○意欲の持続と向上を図る指導を行うため

【B小 学 校の実践】

O責 任 と自覚 を促す指導

・客観 的なデー タを重視 した学校評価 を実施

し,改 善の必 然性 と,重 点 目標の価 値の重

要性 を浸透 させた。
・全校 での共通実践(改 善)事 項 を各分掌 ご

とに検討 させ.そ の内容を踏 まえリーフレッ

トを作成 し,学 校内外に示 した。

○ 目標 を連鎖 させ る指導

・各分掌 の運営計画 ,及 び学 年学級経営案作

成時 に,学 校経営の重点 との関連 を明確 に

させ た。

・自己 目標 シー トの記述例を示 し,学 校経営

の重点 との関連 を明確に させ た。

・その際 中長期的な 目標 と短期的な 目標 を

組み 入れ させ るとともに.具 体的な実践事

項 と評価基準 を学級経営案 に明示す るよ う

にさせた。

○意欲 の持続 と向上を図る指導

・各分掌 ごとの評価会議 を計画的に実施させ ,

成果 と課題を明確に し,全 職 員に共有化 さ

せた。

・学校改善プ ランには,数 値 を用 いた 日標 を

明記 させ成果 を検証させた。
・日常的な教室訪 問によ り,指 導の成果 を認

める とともに,全 職 員に個 の実践 を紹介 し

た。

2保 護者 ・地域の期待に応える学校経営の推進

～保護者 ・地域へのアプローチ～

実践を通して,提 言2に 関しての士別市校長会の

方向性(主 張)と して ①学校づ くり ②課題の共

有 ③方策の共有 ④教育の質の向上 ⑤育てたい
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力の共有などを挙げることができた。以下各校の実

践を記述する。

(1)「 目標 ・方策 の共有1

「目標 ・方策 の共有」は次の視 点か ら実践 ・

検 証を進 めた。

【C小 学校 の実践】

○学校 ・家庭 ・地域の連携 ・協 力を深め る取

組
・重点 目標を ,保 護者や地域 の方 々,そ して

児童 とも共有できるよう,簡 潔でわか りや

す い 「合 言葉」 として も提示 した。 これを

教室掲示,全 校朝会や 参観 目,学 校 便 りな

ど様々な方法 で浸透 を図った。

○内外 に開かれ た学校づ く りを示す取組

・新たな学校 の情報発信r段 として
,町 内5

か所に千作 り掲示板 を設置 し,あ わせ で情

報収集 にも努 めた。
・PTA活 性化 事業 として ,PTAだ けを対 象

に したものではな く,新 たに地域 の住民 の

方 々 も対象 に した コンサー トをPTAと 共

に企画 した。

○地域 の教 育環境 を活用する取組
・学校農園やクリー ン作戦などに

,地 域 の方 々

を指導者 として招 くことを教育課程 に位置

付 けた。
・地域 の文化施設 に依頼 し,芸 術劇場等,鑑

賞環境の整った場所 で本格的 に体験で きる

ようにした。

○学校の応援団を求 めたいため の取組

・運動会や学芸会 な どの学校行事 に,地 域 の

老 人ホームや老 人クラブな ど,普 段接す る

ことの少ない方 々を招待する ことで,子 ど

もたちや 学校 をよ り身近 に感 じて もらえる

よ う取 り組 んだ。

地域への説明の機会を設け理解を求めた。
・学校評価及び学校関係者評価により,学 期

ごとや行事ごとに地域住民の意見や要望を

アンケー トにまとめ,経 営及び指導日標の

改善を行った。

○学校 と地域の連携協力体制の確立を図る取

組
・学校経営の視点と活動支援団体(Nユ ース)

の視点から意見交換を行い,互 いの立場の

理解と共に活動の目標共有を図った。
・年間を通した一連の活動場面において,計

画的な様々な方法で意見交換することによ

り,活 動の改善に役立てることができた。

○家庭 ・地域の教育力の向Lを 図る取組
・評価活動を一方向か らだけでなく

,学 校 と
の相互評価を行い,指 導のめあてや配慮事

項が明らかとな り指導力の向上を図ること

ができた。
・活動のね らいや意図を保護者へ説明するこ

と,活 動の成果を明らかにすることで,保

護者の参画意識や支援を得ることができた。

國 ま と め.
1成 果

① 「明確化 と重点化」 を図った学校経営 ビジョ

ンを示 し,学 級経営や分掌経営 の業務 に反映 さ

せることにより,教 職 員の協働意識を促 し,チ ー

ム として活気ある職 員集 団に変容 した。

② 教職 員の白覚を促 し,目 標 を連鎖 させる経営

改善 によ り,協 働体 制 と指導 の統 ・性を図る こ

とにつなが った。

③ 家庭 ・地域 との 目標や方策の共有 によ り教育

活動が展開 され,そ れが様 々な実践 にも波 及 し

成果が増大 した。

④ 家庭 ・地域 との成果 の共有 によ り,指 導 目標

の再考や指導 の配慮事項の追記な ど,次 年度 へ

の指導 計画 の改善が可能 になる とともに,よ り

学校経営 ビジョンの実現に迫る実践が可能になっ

た。

(2)「 成果の共有」

「成 果の共有」は次の視点か ら実践 ・検証 を

進めた。

【D小学校の実践】

○学校教育の改善を図る取組
・教育日標の具現化を図る具体的方策の視点

に 「地域と歩む学校経営」を明確に掲げ,

2課 題

① 目標達成 のため に,リ ーダーシ ップを発揮す

るミ ドル リー ダーの育成 と ミドル リー ダー を学

校経営 に参画 させる校長 の指導性 につ いて究明

する必要があ る。

② 中長期的な計画 日標指標 の在 り方 について,

さ らに検討す る必 要がある。 また,実 践の質 を

不断 に高めるため,よ り計画的 ・組織的な評価

システムの検討 ・改善が必要で ある。

轡


